
 
 



 
                                                                

 鈴木喜代春は、大正 14 年に青森県南津軽郡田舎館村に生まれました。昭和 27 年に刊

行した黒石町立黒石小学校 4 年生の生活記録『みつばちの子』が反響を呼び、日本の生

活綴方教育史に大きな足跡を残しました。 
 昭和 29 年、喜代春は千葉県松戸市に転じて小中学校に勤務する中、子どもたちに知

識だけではなく「人間」の姿を伝えようと物語教材を創作。昭和 37 年、小作農民の根源

的な苦悩を背景に、懸命に生きようとする北国の子どもを描いた『北風の子』を刊行し

ます。その後も、高度経済成長のひずみである「公害」をテーマとした『二つの川』（46

年）、北辺の農村の過酷な環境の中で必死に生きる人間の姿を描いた名作『十三湖のば

ば』（49 年）など、次々と作品を書き続けました。 
 昭和 50 年代になると、学校では「偏差値絶対」の傾向が進んで「落ちこぼれ」という

言葉が生まれ、子どもたちの「人間」が奪われていきます。この風潮を嘆いた喜代春は、

学校に「人間」を取り戻すという信念のもと、『加木九太郎校長先生』（54 年）を皮切り

に、「ダメな子シリーズ」（56 年～63 年）などの〈学校もの〉を数多く書き上げます。 
 そのほか、伝記的作品や民話・民謡を物語にした作品も手がけ、昭和 62 年刊行の『津

軽の山歌物語』は第 12 回日本児童文芸家協会賞を受賞。平成 17 年には『けがづの子 生

命をつづる津軽の詩』を刊行するなど、平成 28 年に 90 歳で世を去るまで数多くの作品

を書き続けました。 
 本展は、教育に「人間」を取り戻すという信念のもとで書き綴られた、児童文学者・

鈴木喜代春の代表的な作品を中心に紹介するものです。
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